
令和３年度 気仙沼市立鹿折小学校 

 「海と生きる探究活動」実施状況及び学校関係者評価 

１ 「海と生きる探究活動」実施状況（年間時数） 

 計画 実施 備考 

第３学年 ５０ ５１ 「海と生きる探究活動（教科時数）」を学習の理解のため１時間増 

第４学年 ５０ ５１ 「海と生きる探究活動（教科時数）」を学習の理解のため１時間増 

第５学年 ６２ ６０ 「海と生きる探究活動（教科時数）」を教科時数に見直したため２時間減 

第６学年 ６１ ６１  

 ※令和４年度については，余剰時数を２～４時間確保し，柔軟に取り扱えるようにする。 

２ 「海と生きる探究活動」学校評価 

評価内容 １回目 ２回目 

年間指導計画に基づいた計画的な実施を行っている １００％ ９２％ 

地域で学ぶことを基本に体験，探究的な学びをしている １００％ １００％ 

「海と生きる探究活動」のねらいを明確にし，計画的に推進している ９３％ １００％ 

外部と連携し，ＥＳＤや海洋教育を通して協働教育を推進している １００％ １００％ 

※職員の割合は，肯定的な評価（Ｓ，Ａ，Ｂ）を合わせた値である。 

※１回目：令和３年７月実施，２回目：令和３年１２月実施 

３ 「海と生きる探究活動」学校関係者評価 

（令和４年１月実施） 

質問内容 保護者 児童 

ふるさと活動・学習について ９７%  

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の取組について ９９%  

環境問題や地域産業への気付きや興味・関心について ９３%  

海洋教育の大切さについて ９５% ９６％ 

※保護者，児童の割合は肯定的な評価（よく当てはまる，やや当てはまる）を合わせた値である。 

 

 

・「ふるさと活動」，「ESDの取組」，「環境問題や地域産業」，「海洋教育」などは他の

項目に比べて評価が高い。本校が「海と生きる探究活動」や「生活科」で力を入

れて取り組んできたことに対して児童，保護者が肯定的に捉えていると考えられ

る。 

・児童の様子からもこれまでの取組の効果（思考ツールを用いて考えを深めようと

する姿，体験から学んだことをまとめようとする姿）が表れている。 

 


